
            

 

き 

「ます」を取
と

る。「き」を「いて」にする。 

  例
れい

）書
か

ききききます → 書いていていていて 例外
れいがい

：行
い

きます → 行って 

ぎ 
「ます」を取

と

る。「ぎ」を「いで」にする。 

  例
れい

）急
いそ

ぎぎぎぎます→ 急いでいでいでいで 

い 
「ます」を取

と

る。「い」を「って」にする。 

  例
れい

）言
い

いいいいます → 言ってってってって 

ち 
「ます」を取

と

る。「ち」を「って」にする。 

  例
れい

）立
た

ちちちちます → 立ってってってって 

り 
「ます」を取

と

る。「り」を「って」にする。 

  例
れい

）すわりりりります → すわってってってって 

に 
「ます」を取

と

る。「に」を「んで」にする。 

  例
れい

）死
し

ににににます → 死んでんでんでんで 

び 
「ます」を取

と

る。「び」を「んで」にする。 

  例
れい

）飛
と

びびびびます → 飛んでんでんでんで 

み 
「ます」を取

と

る。「み」を「んで」にする。 

  例
れい

）読
よ

みみみみます → 読んでんでんでんで 

し 
「ます」を取

と

る。「し」を「して」にする。 

  例
れい

）話
はな

しししします → 話してしてしてして 

テ
  

形
けい

の作
つく

り方
かた

 「
ま
す
」
の
前ま

え

の
ひ
ら
が
な 

下し
た

の

表
ひ
ょ
う

の
中な

か

に
あ
り
ま
す
か
？ 

「
ま
す
」
の
前ま

え

は         

そ
れ
と
も 

iiii    

eeee    

iiii    

eeee    

ない 

ある 

「ます」を取
と

る。「て」をつける。 

例
れい

）食
た

べます→食べて 

 

飽
あ

きます・浴
あ

びます・います・生
い

きます・起
お

きます・降
お

ります 

落
お

ちます・借
か

ります・感
かん

じます・着
き

ます・信
しん

じます・過
す

ぎます 

足
た

ります・できます・似
に

ます・煮
に

ます・伸
の

（延
の

）びます・見
み

ます 


